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空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
と
な
り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
や

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
「
い
の

ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け

た
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◦�

警
報
器
の
点
検
（
作
動
確
認
）
は
、
春

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
の
方
法
は
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
で
行
い

ま
す
。

◦�

故
障
か
電
池
切
れ
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警

報
器
が
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

住宅用火災警報器の維持管理
▶定期的な作動確認

点検ボタンを押すか
点検ひもをひっぱ
り、定期的に作動確
認をしましょう。

作動確認をしても警報器に反
応がなければ、本体の故障か
電池切れです。
警報器の本体または電池を交
換しましょう。

▶古くなったら交換

火災以外で警報音が
鳴った場合。

本体の故障か電池切れです。
警報器本体または電池を交換
しましょう。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

運動期間中、
午後７時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。

お
問
い
合
わ
せ　
町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

宝くじの社会貢献広報事業として行
われているコミュニティ助成事業の助
成金により、築地町町内会が活動用備
品を整備しました。

▼築地町町内会
（�一般コミュニティ助成事業）
コミュニティ活動に使用するテ

ント、太鼓などを整備しました。
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防
災
に
つ
い
て
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
に

は
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ

と
で
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
配
付
し
て
き
た
「
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
一
新
し
、
各

種
災
害
の
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
や
、
防
災

に
関
す
る
学
習
記
事
を
含
ん
だ
「
五
城
目
町

防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
町
広
報
４
月
号

と
と
も
に
全
世
帯
へ
配
付
し
て
い
ま
す
。
見

や
す
い
所
に
保
管
の
上
、
防
災
へ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

「
五
城
目
町
防
災
マ
ッ
プ
」
の
主
な
内
容

や
、
活
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

❶
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

　
危
険
な
場
所
を
確
認

津
波
や
浸
水
害（
洪
水
）、土
砂
災
害
な
ど
、

災
害
の
種
類
ご
と
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
な
場
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❷
馬
場
目
川
の
浸
水
想
定
区
域
を

　
見
直
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
50
年
に
１
度
の
降
雨
を
想

定
し
た
も
の
で
し
た
が
、
１
０
０
０
年
に
１

度
の
降
雨
を
想
定
し
た
「
新
し
い
浸
水
想
定

区
域
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

区
域
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❸
各
災
害
へ
の
対
応

浸
水
害
（
洪
水
）
や
土
砂
災
害
、
津
波
な

ど
の
各
災
害
へ
の
対
応
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、こ
の
他
の
災
害
、火
災
や
地
震
、

雪
害
な
ど
へ
の
対
応
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

❹
馬
場
目
川
の
浸
水
深
に
応
じ
た
避
難
対
応

こ
れ
ま
で
、「
避
難
勧
告
等
」
を
発
令
し

た
場
合
、
浸
水
想
定
区
域
で
あ
れ
ば
浸
水
深

に
関
わ
ら
ず
「
立
ち
退
き
避
難
」
と
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
度
の
「
新
し
い
浸
水
想
定
区
域
」
で

は
、
町
か
ら
「
避
難
勧
告
等
」
を
発
令
し
た

場
合
、
想
定
の
浸
水
深
が
２
・
０
㍍
以
上
で

立
ち
退
き
避
難
（
た
だ
し
、
周
辺
が
浸
水
し

て
い
な
い
場
合
）、
２
・
０
㍍
未
満
で
垂
直

避
難
（
た
だ
し
、
２
階
が
あ
る
場
合
）
と
変

更
し
ま
す
。

湯
ノ
又
町
内
自
主
防
災
会
が

県
優
良
自
主
防
災
組
織
表
彰

３
月
15
日
、
秋
田
市
で
「
令
和
２
年
度
秋
田
県

優
良
自
主
防
災
組
織
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
湯
ノ

又
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
が
、
県
優
良
自
主
防

災
組
織
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
組
織
は
、
平
成
28
年
８
月
の
設
立
以
来
、
勉

強
会
や
先
進
地
の
視
察
、
毎
年
７
月
の
防
災
訓
練

な
ど
を
行
い
、
継
続
し
た
訓
練
の
実
施
や
、
多
く

の
地
域
住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
内
容
の
工
夫

に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

３
、０
０
０
日
を
達
成

本
町
は
、
本
年
２
月
１
日
で
「
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
３
、０
０
０
日
」
を
達
成
し
、
県
知
事
か
ら
表

彰
状
、
県
警
察
本
部
長
か
ら
顕
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
２
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
の

競
争
」
で
全
県
５
位
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
知

事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
町
長
は
、「
記
録
の
達
成
と
今
回
の
表
彰
は
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
や
交
通

指
導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
各
種
団
体
の
地

道
な
活
動
の
た
ま
も
の
。
今
後
も
、
飲
酒
運
転
を

一
人
も
出
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
が
永
遠
に
続
く
よ
う
、
皆
様
と
協
力
し
な
が

ら
ま
い
進
す
る
」
と
、
交
通
安
全
意
識
の
さ
ら
な

る
高
揚
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

本
町
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
、０
０
０
日
を
達

成
す
る
の
は
初
め
て
で
、
３
月
20
日
現
在
、
継
続

中
の
記
録
で
は
県
内
最
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
町
住
民
生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

澤田石正廣会長㊥が、渡邉町長㊧と武田副町
長㊨に受賞を報告しました。

町交通安全協会や町交通指導隊、町交通安全母の会の皆さんの出席のもと、
２月25日に町役場で表彰伝達式を行いました。


